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状
況
に
直
面
し
た
近
代
日
本
の
歴
史
的
背
景
を
相
対
化
し
て
、
そ
の

全
体
像
を
抑
圧
的
権
力
に
覆
わ
れ
た
時
代
と
い
う
構
図
的
展
開
に
嵌

め
込
ん
で
し
ま
う
も
の
な
ら
ば
、
慎
重
に
史
実
を
検
討
し
て
い
く
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
相
対
化
を
も
再
考
し
つ
つ
、
史
料

に
基
づ
い
て
時
代
背
景
・
制
度
・
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
捉
え
直

し
、
近
代
日
本
の
「
歴
史
的
世
界
の
全
体
像
」
と
歴
史
主
体
の
様
々

な
「
個
別
性
」
を
も
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
多
様
に
誘
引
さ
れ
る
諸
課
題
は
、「
あ
と
が
き
」
に
記
さ

れ
た
「
歴
史
学
を
革
新
す
る
こ
と
で
歴
史
学
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

を
頑
固
に
守
り
抜
こ
う
、
そ
の
こ
と
に
は
い
ま
も
大
き
な
知
的
な
意

味
が
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
」
と
す
る
著
者
の
意
図
が
、
本
書
に
お

け
る
豊
富
な
歴
史
的
事
例
に
よ
る
示
唆
と
問
題
提
起
に
お
い
て
充
分

に
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
う
。

　

�（
岩
波
書
店
、
平
成
十
九
年
七
月
、
Ａ
５
判
、
四
三
〇
頁
、
本
体

五
〇
〇
〇
円
）

　

�（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
ポ

ス
ド
ク
研
究
員
）

阪
本
是
丸
著

『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』西

岡

和

彦

　

本
書
は
著
者
の
阪
本
是
丸
先
生
（
以
下
、
著
者
と
す
る
）
が
昭
和
五

十
六
年
（
一
九
八
一
）
か
ら
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
か
け
て
発

表
さ
れ
て
き
た
「
近
世
・
近
代
の
主
に
神
道
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関

す
る
論
考
十
九
本
を
五
編
に
分
類
し
、
一
冊
に
纏
め
た
も
の
」（
本

書
「
は
し
が
き
」）
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
は
し
が
き
」（
書
き
下
ろ
し
）
で
は
、
本
書
の
趣
旨
を
表

す
と
と
も
に
、
最
近
の
新
た
な
「
国
家
神
道
」
研
究
を
提
示
し
た
島

薗
進
・
磯
前
順
一
・
井
上
寛
司
の
三
氏
を
あ
げ
て
批
評
さ
れ
て
い
る
。

　

近
代
に
お
い
て
「
神
道
」
と
い
う
用
語
は
、「
国
家
神
道
」
の
概

念
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
い
わ
ゆ
る
リ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
学
者
の
島
薗
進
氏
は
「
国
家

神
道
」
の
用
語
を
葦
津
珍
彦
や
著
者
に
代
表
さ
れ
る
狭
義
派
と
村

上
重
良
に
代
表
さ
れ
る
広
義
派
に
区
別
し
、
そ
の
広
義
派
の
用
語

を
「
鍛
え
直
す
」
こ
と
を
提
唱
し
た
（「
国
家
神
道
と
近
代
日
本
の
宗

教
構
造
」『
宗
教
研
究
』
三
二
九
、
平
成
十
三
年
）。
そ
れ
は
近
代
に
入
っ
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て
広
く
「
神
道
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
現
象
と
民
衆
と
の
拮
抗
関
係

を
捉
え
直
す
た
め
の
「
国
家
神
道
」
概
念
の
再
構
築
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
磯
前
順
一
氏
は
そ
う
し
た
島
薗
説
に
は
歴
史
的
視
点

が
欠
落
し
て
い
る
と
し
て
、「
宗
教
と
い
う
西
洋
的
概
念
が
日
本
に

定
着
す
る
諸
過
程
」
に
お
い
て
こ
そ
「
国
家
神
道
」
が
捉
え
ら
れ
る

と
し
、
戦
時
下
の
国
家
に
よ
る
国
民
教
化
が
活
発
に
な
っ
た
と
き
を

も
っ
て
「
国
家
神
道
の
本
質
」
が
顕
現
し
た
の
だ
と
主
張
し
た
（『
近

代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜―
宗
教
・
国
家
・
神
道―

』
岩
波
書
店
、

平
成
十
五
年
）。
と
こ
ろ
が
、
磯
前
氏
は
自
身
の
「
国
家
神
道
」
の
概

念
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
残
る
、
と
著
者
は
い

う
。
こ
の
問
題
は
第
四
編
第
四
章
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

歴
史
学
者
の
井
上
寛
司
氏
は
、「
国
家
神
道
」
批
判
と
し
て
出
た

柳
田
國
男
の
「
真
の
神
道
（
＝
固
有
信
仰
）」
論
を
前
提
に
戦
後
村
上

ら
の
「
国
家
神
道
」
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。
だ
が
、
井
上

氏
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
「
神
道
」
の
初
出
す
る
『
日
本
書
紀
』
か

ら
、
そ
れ
は
「
日
本
に
固
有
な
民
族
宗
教
」
を
意
味
す
る
も
の
で
な

く
、
古
代
の
「
神
道
」
は
「
一
個
の
体
系
性
を
持
っ
た
自
立
的
な
宗

教
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
柳
田
説
を
前
提
に

し
た
従
前
の
「
国
家
神
道
」
研
究
を
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
井
上

氏
は
津
田
左
右
吉
同
様
『
日
本
書
紀
』
初
出
の
「
神
道
」
は
、「
ジ

ン
ド
ウ
」
ま
た
は
「
シ
ン
ド
ウ
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
が
、
現
代
の

よ
う
に
「
シ
ン
ト
ウ
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
世

以
降
だ
か
ら
、「
神
道
」
を
も
っ
て
「
自
然
発
生
的
な
日
本
固
有
の

民
族
的
宗
教
」
と
考
え
る
こ
と
に
疑
義
を
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

（『
日
本
の
神
社
と
「
神
道
」』
校
倉
書
房
、
平
成
十
八
年
）。
し
か
し
、
そ

う
い
っ
た
論
法
を
用
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
』
に

「
仏
法
」「
仏
道
」「
釋
教
」
は
あ
っ
て
も
「
仏
教
」
と
い
う
語
は
見

え
な
い
か
ら
、「
仏
教
」
も
「
シ
ン
ト
ウ
」
同
様
奈
良
時
代
に
は
ま

だ
「
一
個
の
体
系
性
を
持
っ
た
自
立
的
な
宗
教
」
と
し
て
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、

柳
田
の
神
道
説
は
す
で
に
大
正
時
代
に
「
固
有
信
仰
」
を
め
ぐ
っ
て

神
道
学
者
河
野
省
三
か
ら
神
社
の
現
状
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
批
判

さ
れ
て
い
た
（「
神
道
私
見
」
論
争
）。
こ
う
し
た
井
上
説
に
対
し
て
、

著
者
は
村
岡
典
嗣
が
、
古
代
以
来
一
貫
し
て
「
神
道
」
な
る
「
宗

教
」
が
「
外
教
」
に
対
し
て
存
在
し
、
し
か
も
本
居
宣
長
ら
国
学
者

の
「
古
道
」
説
の
よ
う
な
主
観
的
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、「
神

道
そ
の
も
の
の
宗
教
的
発
展
の
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
は
学
問
的
に

許
さ
れ
な
い
」（『
神
道
史　

日
本
思
想
史
研
究
Ⅰ
』
創
文
社
、
昭
和
三
十

一
年
。
大
正
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
）
と
の
説
を
引
き
批
判
さ
れ
た
。
な

お
、
こ
の
問
題
は
本
書
第
二
編
第
三
・
四
・
五
章
と
関
連
す
る
重
要

な
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
国
家
神
道
」
研
究
は
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
の
で

あ
る
が
、
前
掲
三
氏
は
制
度
面
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
「
国
家
神

道
」
研
究
に
、
思
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
か
ら
の
批
判
を
試
み
ら
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れ
て
お
り
、「
国
家
神
道
」
研
究
に
新
た
な
方
向
性
を
示
さ
れ
た
点

で
注
目
さ
れ
よ
う
。
以
下
、
各
論
を
簡
単
に
紹
介
し
て
ゆ
こ
う
。

第
一
編　

�
近
世
国
学
者
に
見
る
神
道
の
政
治
性
と
宗
教
性―

吉
見
幸

和
と
岡
熊
臣―

第
一
章　

�

吉
見
幸
和
論
序
説―

そ
の
天
皇
論
を
め
ぐ
っ
て―

（
初
出
『
國

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
七
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
）

　

徳
川
家
康
を
東
照
神
君
と
祭
る
名
古
屋
東
照
宮
の
神
主
で
あ
っ
た

吉
見
幸
和
は
、「
神
道
と
は
天
皇
の
道
な
り
」
と
唱
え
た
神
道
家
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
「
尊
皇
主
義
者
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た

（
村
岡
典
嗣
・
小
林
健
三
・
安
川
実
な
ど
）。
だ
が
、
一
方
で
辞
世
の
和

歌
か
ら
そ
の
「
神
道
」
を
も
っ
て
彼
が
大
悟
し
た
と
も
安
心
し
た
と

も
伺
え
な
い
こ
と
か
ら
、「
一
介
の
東
照
宮
祠
官
で
し
か
な
か
っ
た
」

と
の
批
判
も
あ
っ
た
（
阿
部
秋
生
）。
そ
も
そ
も
幸
和
が
「
東
照
宮
祠

官
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
尾
張
徳
川
家
と
い
う
権
力
を
背

景
に
、「
近
世
的
合
理
主
義
精
神
」
を
も
っ
て
「
い
わ
れ
な
き
秘
伝
、

旧
習
に
反
逆
」
で
き
た
事
は
事
実
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
天
皇
の
道

た
る
神
道
」
を
強
固
か
つ
繁
栄
さ
せ
た
の
は
、
東
照
神
君
以
下
徳
川

将
軍
家
に
他
な
ら
ぬ
、
と
考
え
た
の
も
、
そ
う
し
た
境
遇
か
ら
当
然

の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
幸
和
を
「
徳
川

武
士
の
精
神
と
風
格
を
終
生
有
し
た
」
神
主
で
あ
り
、
か
つ
「
尊
皇

論
者
」
で
あ
っ
て
、「
尊
皇
主
義
者
」
で
は
な
か
っ
た
、
と
見
た
の

で
あ
る
。

第
二
章　

�

近
世
武
家
政
権
論
と
吉
見
幸
和
（
初
出
『
神
道
宗
教
』
一
〇

四
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
）

　

幸
和
に
と
っ
て
君
主
は
天
皇
で
あ
っ
て
、
将
軍
は
そ
の
臣
下
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
育
っ
た
尾
張
藩
の
政
治
理
念
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
将
軍
の
存
在
の
正
当
性
を
い
か
に
説
く
か
が
「
幸

和
の
生
涯
を
懸
け
た
命
題
」
で
あ
っ
た
、
と
著
者
は
い
う
。
神
道
＝

「
天
皇
の
道
」
が
今
も
厳
と
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
将
軍

の
功
績
で
あ
る
と
し
た
幸
和
は
、
そ
こ
に
将
軍
の
存
在
の
正
当
性
を

見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
彼
は
山
崎
闇
斎
の
神
代
紀
説
で
あ
る
「
天
照

大
神
＝
天
皇
＝
天
上
支
配
」、「
素
戔
嗚
尊
＝
将
軍
＝
天
下
支
配
」
を

根
拠
に
、
天
皇
が
本
来
天
下
を
治
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
将
軍
が
天

皇
の
勅
命
を
受
け
て
、
す
な
わ
ち
官
位
を
受
け
る
こ
と
で
、
天
皇

に
代
わ
っ
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
（
＝
「
天
皇
の
政
道
を
天
下
に
施
行

す
る
こ
と
」、
そ
れ
が
「
神
道
」
で
あ
り
「
祭
政
一
致
」
で
あ
っ
た
と
す
る
）

の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
た
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
う
し

た
幸
和
の
説
は
「
将
軍
権
力
＝
朝
廷
委
任
論
の
先
駆
を
な
し
た
政
治

思
想
」
で
あ
り
、「
特
筆
に
価
す
る
」
と
い
う
。

第
三
章　

�

岡
熊
臣
『
霊
の
梁
』
を
め
ぐ
っ
て―

解
説
と
翻
刻―

（
初
出

『
神
道
思
想
史
研
究
』
安
津
素
彦
博
士
古
稀
祝
賀
会
、
昭
和
五
十

八
年
一
月
）

　

石
見
の
国
学
者
岡
熊
臣
は
若
年
か
ら
霊
魂
観
・
幽
顕
論
に
関
心
を
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寄
せ
、
服
部
中
庸
『
三
大
考
』
に
刺
激
さ
れ
て
『
三
大
考
追
考
』
を
、

平
田
篤
胤
『
霊
の
真
柱
』
に
刺
激
さ
れ
て
『
霊
の
梁
』（
た
ま
の
う
つ

ば
り
）
を
著
し
た
。
後
者
は
篤
胤
に
献
呈
し
た
も
の
の
返
書
無
く
一

時
自
信
を
喪
失
し
た
が
、
そ
の
後
も
『
千
世
乃
住
処
』
や
『
大
祓
詞

潮
之
八
百
重
』
な
ど
を
著
し
て
独
自
の
神
学
を
発
表
し
た
。
彼
の
霊

魂
観
は
、『
霊
の
梁
』
以
来
、
人
の
霊
魂
に
は
、
夜
見
国
へ
行
く
本

霊
と
こ
の
世
と
隔
絶
し
な
い
と
こ
ろ
の
幽
冥
界
へ
行
く
幸
魂
・
奇
魂

が
あ
り
、
こ
の
世
に
生
き
る
人
々
は
墓
所
に
宿
る
そ
の
奇
魂
を
祭
る

こ
と
で
、
恵
み
を
得
ら
れ
、
か
つ
守
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ

れ
を
し
か
と
信
じ
、
天
皇
・
上
公
の
為
に
職
分
を
尽
し
て
生
き
る
こ

と
が
安
心
立
命
」
と
な
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
解
説
の
後
に

太
鼓
谷
稲
荷
神
社
養
老
文
庫
所
蔵
『
学
本
論
』
草
稿
本
一
之
巻
所
収

の
『
霊
の
梁
』（『
霊
の
宇
都
婆
理
』）
を
底
本
に
し
た
翻
刻
が
付
さ
れ

て
い
る
。

第
二
編　

近
世
か
ら
近
代
へ―

祭
儀
と
神
仏
関
係
の
変
革―

第
一
章　

�

近
世
の
新
嘗
祭
と
そ
の
転
換
（
初
出
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会

紀
要
』
復
刊
四
、
平
成
三
年
七
月
）

　

近
世
は
祭
儀
再
興
の
時
代
で
あ
っ
た
。
皇
室
祭
祀
の
新
嘗
祭
も
元

禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
変
則
的
な
が
ら
二
百
二
十
五
年
振
り
に
再

興
さ
れ
た
。
そ
れ
は
吉
田
家
の
宗
源
殿
で
吉
田
家
当
主
が
つ
と
め
る

吉
田
神
道
流
の
「
新
嘗
御
祈
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
元
文

五
年
（
一
七
四
〇
）
に
南
殿
で
の
天
皇
親
祭
に
よ
る
新
嘗
祭
が
よ
う

や
く
再
興
さ
れ
た
が
、
諒
闇
の
年
は
従
前
の
「
新
嘗
御
祈
」
が
行
わ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
孝
明
天
皇
崩
御
翌
年
の
新
嘗
祭
は
、「
神
祇
道

復
古
」
色
の
濃
い
「
新
嘗
御
祈
」
と
な
り
、
翌
明
治
元
年
・
二
年
の

新
嘗
祭
も
宗
源
殿
で
行
わ
れ
た
が
、
吉
田
家
当
主
を
祭
祀
に
関
与
さ

せ
ず
、
神
祇
官
代
と
し
て
神
祇
官
知
事
近
衛
忠
房
が
上
卿
と
な
っ
て

行
い
、
同
三
年
か
ら
は
東
京
の
神
祇
官
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
政
府
は
、
吉
田
・
白
川
な
ど
の
伝
統
的
な
神
祇
官
家
と
の
決
別

を
果
た
し
、
新
嘗
祭
を
古
代
の
よ
う
に
全
国
の
神
社
で
復
活
さ
せ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　

�

幕
末
維
新
期
の
雅
楽―

雅
楽
の
家
と
雅
楽
制
度―

（
初
出
『
雅

楽
界
』
六
〇
、
小
野
雅
楽
会
、
平
成
六
年
五
月
）

　
「
明
治
維
新
は
、
雅
楽
に
と
っ
て
も
『
維
新
』
で
あ
っ
た
」
と
は

著
者
の
言
で
あ
る
。
吉
田
家
当
主
を
排
除
し
た
明
治
元
年
の
新
嘗
祭

で
、
初
め
て
楽
所
の
楽
人
を
参
勤
さ
せ
、
内
侍
所
で
奏
上
し
て
い
た

神
楽
歌
を
奏
さ
せ
た
。
同
三
年
、
明
治
政
府
は
雅
楽
局
を
設
け
る
と

共
に
従
来
諸
家
が
家
業
と
し
て
い
た
雅
楽
の
伝
授
等
の
習
慣
や
従
前

の
楽
所
（
御
所
・
南
都
・
四
天
王
寺
・
紅
葉
山
）
を
廃
止
さ
せ
た
。
そ

の
後
、
雅
楽
局
は
式
部
寮
雅
楽
課
と
な
り
、
そ
の
楽
人
に
は
西
洋
音

楽
を
も
学
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
革
新
に
よ
っ
て
、
宮

中
の
雅
楽
は
広
く
国
民
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

�
神
仏
分
離
研
究
の
課
題
と
展
望
（
初
出
『
神
社
本
庁
教
学
研

究
所
紀
要
』
一
〇
、
平
成
十
七
年
三
月
）
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第
四
章　

�

廃
仏
毀
釈
と
国
家
神
道―

神
仏
の
習
合
か
ら
分
離
へ
の
道
程

―

（
初
出
『
歴
史
と
地
理
』
五
四
〇
、
山
川
出
版
社
、
平
成
十

二
年
十
二
月
）

　

一
般
は
も
と
よ
り
学
界
に
お
い
て
も
依
然
「
神
仏
習
合
千
年
史
的

史
観
」
や
、
神
仏
分
離
を
「
法
難
」
と
見
る
「
神
仏
分
離
＝
廃
仏
毀

釈
」
史
観
が
い
ま
な
お
不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
現

状
を
批
判
し
た
の
が
右
二
章
で
あ
る
。
著
者
は
後
者
の
史
観
を
批
判

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
前
者
の
史
観
の
批
判
が
必
要
で
あ
る
と
す

る
。
前
者
の
史
観
と
は
、
八
・
九
世
紀
に
神
仏
習
合
が
始
ま
っ
て
以

来
、
中
・
近
世
を
通
し
て
神
仏
関
係
は
ほ
ぼ
不
変
で
あ
っ
た
と
見
る

も
の
で
あ
る
が
、
実
は
近
世
の
神
仏
習
合
史
研
究
の
蓄
積
は
中
世
の

そ
れ
に
比
べ
て
明
ら
か
に
乏
し
い
。
だ
が
、
こ
の
近
世
期
に
お
け
る

神
仏
の
変
化
に
注
視
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
従
前
の
史

観
し
か
提
示
で
き
な
い
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
義
江
彰
夫
氏
の
『
神

仏
習
合
』（
岩
波
新
書
）
を
手
が
か
り
に
、「
日
本
の
神
々
（
神
祇
）
が

存
在
せ
ず
と
も
仏
教
は
世
界
的
な
普
遍
宗
教
と
し
て
存
在
し
え
る
が
、

『
神
仏
習
合
』
は
神
祇
を
抜
き
に
し
て
は
出
現
も
、
存
在
も
し
え
な

か
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
ご
く
当
た
り
前
の
疑
問
の
重
要
性
を
再
検

討
す
る
」
こ
と
を
提
示
さ
れ
、
神
仏
分
離
の
近
世
に
お
け
る
社
会
的

背
景
を
実
証
し
、
改
め
て
従
前
の
神
仏
分
離
史
観
に
一
石
を
投
じ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

第
五
章　

�

秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
小
考―

秋
葉
山
の
神
仏
分
離―

（
初

出
原
題
「
神
仏
分
離
政
策
と
神
宮
寺
の
廃
絶
」：
古
田
紹
欽
・
芹

川
博
道
編
『
現
代
日
本
と
仏
教
第
二
巻　

国
家
と
仏
教
』
平
凡
社
、

平
成
十
二
年
五
月
）

　

本
章
は
前
二
章
の
各
論
で
あ
る
。
神
仏
分
離
を
「
法
難
」
と
見
る

研
究
者
は
、
秋
葉
山
は
仏
教
の
山
寺
で
あ
り
、
秋
葉
神
社
は
明
治
維

新
以
降
「
あ
ら
た
に
創
立
さ
れ
た
神
社
」
と
い
う
。
だ
が
、
絵
図
な

ど
近
世
の
複
数
の
史
料
か
ら
、
参
詣
者
が
集
う
三
尺
坊
（
観
音
堂
）

と
は
別
に
秋
葉
社
（
秋
葉
権
現
社
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
も
、
当
時
か
ら
民
衆
は
秋
葉
山
の
火
の
神
信
仰
で
参
詣
し
て
い

た
の
で
あ
っ
て
、
三
尺
坊
の
観
音
信
仰
で
参
詣
し
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
寺
院
側
も
本
尊
を
「
正
一
位
三
尺
坊
大
権

現
」
と
、「
古
来
も
っ
と
も
権
威
あ
る
と
さ
れ
る
神
階
で
あ
る
『
正

一
位
』
を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
庶
民
の
信
仰
心
に
訴
え
、
か
つ
権

威
づ
け
を
狙
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
秋
葉
山
は
「
時

代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
秋
葉
山
に
坐
す
神
の
恩
頼
と
そ
れ
を
崇
め

る
人
び
と
が
い
る
か
ぎ
り
、
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
の
本
質
に
変
わ

り
は
な
い
」
と
著
者
は
い
う
。

第
三
編　

祭
政
一
致
と
皇
霊
祭―

国
家
神
道
へ
の
道
程―

第
一
章　

�

祭
政
一
致
を
め
ぐ
る
左
院
の
「
政
教
」
論
争
（
初
出
『
國

學
院
雑
誌
』
八
二―

一
〇
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
）

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
に
創
設
さ
れ
、
同
八
年
四
月
に
廃

止
さ
れ
た
太
政
官
「
左
院
」
の
重
要
な
関
心
事
は
、
国
体
維
持
の
た
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め
の
祭
政
一
致
と
政
教
一
途
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
明
治
六
年
頃
か
ら

島
地
黙
雷
や
大
内
青
巒
ら
真
宗
側
か
ら
の
政
教
分
離
論
が
活
発
に
な

り
、
そ
れ
に
反
発
す
る
よ
う
に
左
院
や
教
部
省
の
薩
摩
グ
ル
ー
プ
及

び
神
道
家
か
ら
の
「
真
の
政
教
一
致
を
目
差
す
神
祇
官
再
興
論
」
も

有
力
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
左
院
は
各
階
層
か
ら
の
諸
建
白
を
受

理
す
る
機
関
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
両
論
を
め
ぐ
る
建
白
が
次
々

と
左
院
宛
へ
送
ら
れ
た
。
左
院
は
「
国
憲
を
確
立
し
、
国
体
を
強
固

不
抜
に
し
た
暁
」
に
は
、
信
教
自
由
や
政
教
分
離
を
容
認
す
る
方
針

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
れ
も
未
完
の
ま
ま
左
院
は
廃
止
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
島
地
ら
の
活
動
で
信
教
自
由
や
政
教
分
離
は
実
現
す
る
が
、

そ
の
過
程
に
左
院
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
、
と
著
者
は

い
う
。

第
二
章　

�

神
祇
官
再
興
建
議
と
左
院―

祭
政
一
致
を
め
ぐ
る
論
議―

（
初
出
『
神
道
学
』
一
一
一
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
）

　

明
治
二
年
に
太
政
官
か
ら
特
立
し
た
神
祇
官
は
、
神
祇
省
を
経
て

教
部
省
と
な
っ
た
。
そ
の
教
部
省
に
文
部
省
と
の
併
合
論
が
出
た
明

治
五
年
頃
か
ら
神
祇
官
再
興
運
動
が
起
こ
り
、
同
七
年
に
そ
れ
が
活

発
化
し
た
。
そ
の
過
程
を
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
建
白
書
』
等
の
調

査
分
析
を
通
じ
て
、
左
院
や
神
祇
官
再
興
を
願
う
神
道
側
（
神
職
や

教
部
省
内
の
官
員
）
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

左
院
は
そ
も
そ
も
伊
勢
神
宮
の
東
京
遷
座
を
祭
政
一
致
の
第
一
と
考

え
て
い
た
が
、
さ
ら
に
神
祇
官
再
興
・
神
道
国
教
化
を
願
う
建
白
書

（
特
に
水
野
秋
彦
・
田
中
頼
庸
）
に
刺
激
さ
れ
て
、
そ
れ
が
不
可
能
な

ら
ば
神
祇
官
・
省
に
復
称
さ
せ
、
大
臣
が
神
祇
伯
を
兼
任
し
て
教
導

と
諸
陵
の
各
寮
を
統
轄
さ
せ
る
こ
と
を
大
臣
や
参
議
宛
に
上
陳
し
た
。

し
か
し
、
太
政
官
正
院
の
承
認
が
得
ら
れ
ず
、
明
治
八
年
に
は
左
院

が
廃
止
さ
れ
、
同
十
年
に
は
教
部
省
ま
で
も
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

第
三
章　

�

春
秋
二
季
皇
霊
祭
の
制
定
過
程
（
初
出
『
神
道
学
』
一
一
八
、

昭
和
五
十
八
年
八
月
）

　

江
戸
時
代
ま
で
皇
室
の
祖
先
祭
祀
は
、
山
陵
祭
祀
と
宮
中
の
お
黒

戸
や
泉
涌
寺
、
般
舟
院
を
中
心
と
す
る
仏
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を

神
式
に
し
た
の
は
皇
霊
祭
祀
の
「
最
大
の
特
色
」
で
あ
っ
た
が
、
神

祇
官
は
「
山
陵
祭
祀
と
は
異
な
っ
た
“
皇
霊
”
の
祭
祀
」
の
実
現
を

計
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
歴
代
皇
后
・
皇
妃
・
皇

親
霊
の
皇
霊
合
祀
と
神
武
帝
お
よ
び
近
帝
四
帝
（
後
桃
園
・
光
格
・

仁
孝
・
孝
明
）
を
除
く
式
年
祭
・
正
辰
祭
の
廃
止
が
前
提
に
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
皇
霊
を
明
治
二
年
に
神
祇
官
仮
神
殿
西
座
に

鎮
祭
し
、
同
四
年
に
宮
中
賢
所
へ
遷
座
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
春
秋
二

季
皇
霊
祭
が
制
定
・
公
布
さ
れ
る
ま
で
に
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
七
年

も
か
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
間
の
過
程
を
国
立
公
文
書
館

所
蔵
『
公
文
録
』
等
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章　

�
明
治
宗
教
行
政
史
の
一
考
察
（
初
出
『
國
學
院
雑
誌
』
八
二

―

六
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
）
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本
稿
は
、
明
治
宗
教
行
政
史
に
お
け
る
明
治
十
五
年
の
神
官
教
導

職
分
離
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
財
政
再
建
急
務
の
中
、「
神
社
は
国
家

の
宗
祀
」
を
大
前
提
に
神
社
制
度
（
宮
中
祭
祀
・
神
宮
祭
祀
・
神
社
祭

祀
を
含
む
）
を
整
備
し
、
冗
員
神
官
を
削
減
し
、
神
官
教
導
職
兼
補

に
よ
っ
て
神
社
が
一
般
宗
教
の
地
位
に
転
落
し
な
い
よ
う
注
意
し

た
。
そ
の
た
め
、
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
る
政
・
祭
教
分
離
を
前
提

に
、
神
社
を
宗
教
の
枠
外
に
置
き
、
か
つ
神
社
・
神
官
の
平
均
化
・

画
一
化
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
神
官
教
導
職
の
分
離
は
、
ま
さ
に

「
日
本
独
特
の
政
教
分
離
、
信
教
自
由
」、
ひ
い
て
は
「
い
わ
ゆ
る
国

家
神
道
」
が
成
立
す
る
「
出
発
点
」
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
千
家

尊
福
ら
当
時
の
神
道
界
の
指
導
者
は
、
こ
う
し
た
政
府
の
政
策
に
反

対
し
、
神
道
の
国
教
化
と
神
祇
官
の
復
興
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
編　

内
務
省
の
神
社
行
政―

国
家
神
道
の
成
立
と
そ
の
内
実―

第
一
章　

�

明
治
期
の
神
社
法
関
係
草
案―

解
説
と
翻
刻―

（
初
出
『
神

道
宗
教
』
一
二
八
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
）

　

神
祇
官
再
興
が
無
理
な
ら
ば
、
せ
め
て
神
祇
官
衙
の
設
置
を
、
と

要
望
す
る
声
が
起
き
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
政
府
は
明
治
二

十
二
年
の
帝
国
憲
法
発
布
お
よ
び
二
十
三
年
の
議
会
開
設
を
契
機
に
、

宗
教
法
と
神
社
法
の
制
定
に
む
け
て
検
討
し
始
め
た
、
と
著
者
は
考

え
る
。
そ
れ
を
示
す
事
例
と
し
て
、
二
十
四
年
に
内
務
省
社
寺
局
に

入
っ
た
芳
賀
真
咲
が
提
出
し
た
「
卑
見
」
と
、
三
十
年
に
入
局
し
た

清
水
澄
の
「
神
社
法
」
と
「
寺
院
法
」
に
注
目
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
を

解
説
翻
刻
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
こ
の
「
神
社
法
」
に
は
、
神
宮
が

除
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
社
殿
頽
廃
シ
神
社
ノ
維
持
困
難
ナ
リ
ト

認
メ
タ
ル
ト
キ
」（
第
四
十
二
条
第
二
項
）
主
務
大
臣
は
「
神
社
ノ
廃

止
ヲ
命
ス
ル
」
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
注
目
す
べ
き
条
項
が
見
ら
れ

る
。
結
局
、
こ
の
法
案
は
三
十
三
年
の
貴
族
院
本
会
議
で
否
決
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
神
社
合
祀
を
進
め
た
内
務
省
神
社
局
時
代
に
お
い
て
、

そ
れ
が
極
秘
資
料
と
し
て
長
く
参
考
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

第
二
章　

�

内
務
省
の
「
神
社
非
宗
教
論
」
に
関
す
る
一
考
察
（
初
出

『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
四―

一
一
、
平
成
十
五
年
十
一
月
）

　

国
家
神
道
の
研
究
は
、
制
度
面
か
ら
の
研
究
が
主
流
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
思
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
と
を
絡
ま
せ
て
の
研
究
は
、
未

だ
発
展
途
上
と
い
え
よ
う
。
本
稿
は
そ
の
点
を
補
う
上
で
も
重
要
な

研
究
で
あ
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
国
家
神
道
を
支
え
た
最
大
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、「『
神
社
非
宗
教
論
』
に
よ
る
祭
政
一
致
・
敬
神
崇

祖
の
理
念
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
遵
守
し
た
神
社
行
政
を
行
っ
て
き
た

の
が
内
務
省
で
あ
っ
た
。
著
者
は
そ
う
し
た
内
務
省
の
「
強
固
な
信

念
」
を
「
国
家
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
「
国
家
神

道
を
制
度
的
に
法
令
と
行
政
と
に
よ
っ
て
形
成
・
成
立
さ
せ
、
そ
し

て
展
開
さ
せ
た
原
動
力
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章　

�
大
正
期
の
神
社
界
と
今
泉
定
助
（
初
出
『
源
泉
へ
の
回
帰―

今
泉
定
助
先
生
五
十
年
祭
記
念
誌
』
新
生
創
販
、
平
成
六
年
九
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月
）

　

明
治
・
大
正
を
経
て
昭
和
の
戦
前
ま
で
神
社
界
・
神
道
界
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
今
泉
定
助
は
、
大
正
期
に
神
社
界
で
盛
ん
に
な
っ
た
神

祇
官
衙
設
置
運
動
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
彼
は
内
務
大
臣
の
諮

問
機
関
「
神
社
調
査
会
」
の
委
員
と
「
全
国
神
職
会
」
の
幹
事
長
と

い
う
立
場
で
そ
の
運
動
に
尽
力
し
、
何
度
と
な
く
挫
折
を
味
わ
い
つ

つ
も
、
そ
の
運
動
が
再
興
す
る
た
び
に
理
解
を
示
し
協
力
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
国
民
教
化
の
第
一
線
に
立
つ
「
神
宮

奉
斎
会
」
の
会
長
と
「
皇
典
講
究
所
」
の
理
事
で
も
あ
っ
た
彼
は
、

川
面
凡
児
や
葦
津
耕
次
郎
ら
在
野
の
神
道
人
と
出
会
い
切
磋
琢
磨
し

て
い
く
中
で
、
次
第
に
「
神
社
界
の
大
勢
に
批
判
的
に
な
る
よ
う
に

な
」
り
、「
主
要
な
関
心
と
精
力
」
を
そ
う
し
た
神
社
界
の
運
動
よ

り
も
「
よ
り
国
民
的
な
敬
神
思
想
の
普
及
と
実
践
活
動
に
傾
注
」
し

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
著
者
は
見
る
。

第
四
章　

�

国
家
神
道
研
究
を
め
ぐ
る
断
層
（
初
出
『
神
道
宗
教
』
一
九

六
、
平
成
十
六
年
十
月
）

　

国
家
神
道
の
定
義
は
、
い
ま
な
お
定
説
が
な
い
。
し
か
し
、
村
上

重
良
著
『
国
家
神
道
』（
岩
波
新
書
、
昭
和
四
十
五
年
）
が
上
梓
さ
れ

て
以
来
、
そ
れ
が
通
説
の
よ
う
に
一
人
歩
き
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

著
者
を
始
め
多
く
の
研
究
者
は
村
上
の
所
論
を
緻
密
に
論
証
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
最
近
『
国
家
と
祭
祀　

国
家
神
道
の
現
在
』（
青
土
社
、

平
成
十
六
年
）
を
上
梓
し
た
日
本
思
想
史
学
会
元
会
長
の
子
安
宣
邦

氏
も
、
や
は
り
村
上
の
所
論
を
土
台
に
新
た
な
国
家
神
道
研
究
を
探

ろ
う
と
試
み
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
氏
の
研
究
（
評
論
？
）
に
は
い

さ
さ
か
恣
意
的
な
資
料
操
作
や
言
説
が
見
ら
れ
る
な
ど
客
観
性
を
欠

く
た
め
、
ま
る
で
「
中
世
日
本
紀
」
な
ら
ぬ
「
現
代
版
日
本
紀
」
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
子
安
氏
の
研
究
を
「
啓
発
的
」
で
あ
る
と
評
価

す
る
と
と
も
に
「
探
索
的
な
試
論
の
趣
が
濃
い
」
と
批
判
し
た
島
薗

進
氏
は
、
国
家
神
道
を
そ
の
時
代
の
大
き
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
る

こ
と
で
、
そ
れ
と
国
家
と
神
道
と
の
関
わ
り
と
の
論
証
の
必
要
性
を

説
か
れ
た
。
著
者
は
そ
れ
に
答
え
て
、
国
家
神
道
研
究
に
と
っ
て
必

要
な
の
は
、「〈
国
家
神
道
と
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
現
代
の
日
本

に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
か
〉
を
問
う
こ
と
」
で
あ

る
、
と
提
示
さ
れ
た
。

第
五
編　

付
論

第
一
章　

�

明
治
国
学
の
研
究
課
題
（
初
出
『
日
本
思
想
史
学
』
二
六
、

平
成
六
年
九
月
）

　

明
治
国
学
の
評
価
に
は
、「
個
々
の
明
治
期
に
生
き
た
国
学
者
や

国
学
者
集
団
の
学
問
的
思
想
的
、
あ
る
い
は
政
治
的
社
会
的
活
動
に

つ
い
て
の
実
態
に
即
し
た
緻
密
な
分
析
・
検
討
」
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
国
学

に
対
す
る
単
な
る
思
い
込
み
、
し
か
も
負
の
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
、

と
著
者
は
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
「
明
治
国
家
の
根
幹
で
あ
る
皇
室
制

度
」
の
調
査
・
制
定
に
明
治
国
学
者
が
果
た
し
た
役
割
を
例
に
、
明
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治
国
学
研
究
の
意
義
を
明
示
さ
れ
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

第
二
章　

�

葦
津
珍
彦
と
国
家
神
道―

『
葦
津
珍
彦
選
集
（
一
）』
神
道
・

政
教
論
解
題―

（
初
出
『
葦
津
珍
彦
選
集
（
一
）』
神
社
新
報
社
、

平
成
八
年
六
月
）

　
「
葦
津
に
託
し
て
自
分
の
神
道
信
仰
を
考
え
て
」
き
た
と
告
白
す

る
著
者
に
と
っ
て
、
葦
津
珍
彦
を
論
ず
る
こ
と
は
同
時
に
自
身
の
信

仰
告
白
に
近
い
重
い
任
務
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
先
祖
代
々
の
社

家
に
生
ま
れ
、
か
つ
偉
大
な
父
か
ら
「
思
想
的
」
に
決
定
的
な
影
響

を
受
け
た
両
人
に
と
っ
て
、「
神
道
は
わ
れ
な
る
が
故
に
『
論
理
的
』

に
防
衛
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
葦
津
「
私
も
神
道
人
の
中
の
一
人
で
あ
る
」

『
選
集
（
一
）』
所
収
）
と
の
欲
求
は
、
本
能
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
葦
津
の
「
言
」
と
な
り
、「
行
」
と
な
っ
た
の
だ
が
、
著
者
は
そ

れ
ら
を
敬
愛
し
、「
心
か
ら
信
奉
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

�

近
世
・
近
現
代
神
道
史
研
究
の
概
観―

『
現
代
神
道
研
究
集

成　

第
三
巻
』
解
説―

（
初
出
『
現
代
神
道
研
究
集
成
第
三
巻

　

神
道
史
研
究
編
Ⅱ
』
神
社
新
報
社
、
平
成
十
年
十
二
月
）

　

本
稿
は
題
目
通
り
近
世
・
近
現
代
の
神
道
史
研
究
を
概
観
し
、

『
現
代
神
道
研
究
集
成　

第
三
巻
』
に
収
録
し
た
論
文
の
意
義
を
簡

潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
著
者
は
「
神
道
の
歴
史
を
あ

る
者
は
思
想
の
み
に
限
定
し
、
ま
た
あ
る
者
は
神
祇
制
度
史
の
み
に

関
心
を
示
し
て
、
神
道
の
思
想
と
制
度
、
こ
の
両
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
絡
み
合
い
が
『
神
道
史
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
研
究
す
る
学
問

が
『
神
道
史
学
』
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
『
神
道
プ
ロ
パ
ー
』
の
研

究
者
に
は
欠
如
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
の
指
摘
は
、

神
道
史
研
究
の
正
鵠
を
得
て
い
る
が
、
同
時
に
著
者
の
研
究
ス
タ
ン

ス
で
も
あ
る
。

　

以
上
、
十
九
論
文
を
概
観
し
て
き
た
が
、
著
者
の
研
究
は
ま
さ
に

神
道
の
思
想
と
制
度
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
絡
み
合
わ
せ
た
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
絡
み
合
い
が
あ
っ
て
も
、

客
観
性
か
つ
実
証
性
に
乏
し
け
れ
ば
看
板
倒
れ
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、

著
者
の
諸
論
文
は
膨
大
な
研
究
史
を
丹
念
に
整
理
さ
れ
、
そ
れ
ら
を

批
判
す
る
た
め
に
史
資
料
を
徹
底
的
に
採
集
し
、
か
つ
緻
密
な
批
判

を
重
ね
た
も
の
ば
か
り
で
、
著
者
自
身
が
こ
う
し
た
「
着
実
で
地
味

な
研
究
こ
そ
が
『
神
道
史
研
究
』
の
王
道
で
あ
ろ
う
」（
第
五
編
第
三

章
）
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
一
般

の
ま
じ
め
な
研
究
者
と
大
差
な
い
。
著
者
の
神
道
史
研
究
に
は
、
さ

ら
に
「
神
道
は
わ
れ
な
る
が
故
に
『
論
理
的
』
に
防
衛
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
の
欲
求
な
り
本
能
を
も
っ
て
「
着
実
で
地
味
な
研
究
」
を

な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、
多
分
野
か
ら
な
る
十
九
論
文
を
通
読
し
て
何
一
つ
違
和
感
を
覚

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
河
野
省
三
は
「
古
典
の
神
道
的
精
神
と
神
観
と
を
継
承
し
、

又
そ
の
当
然
の
変
化
を
試
み
た
、
後
世
の
神
道
信
仰
の
方
が
、
現
代

に
於
い
て
は
多
数
の
『
国
民
を
当
体
』
と
し
て
、
其
の
社
会
的
生
命
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を
存
し
て
を
る
」（「
柳
田
法
学
士
の
「
神
道
私
見
」
を
読
む
」『
国
学
院

雑
誌
』
二
四―

五
、
大
正
七
年
）
と
述
べ
た
一
方
で
、
同
じ
く
「
国
民

を
当
体
」
と
し
た
柳
田
國
男
の
神
道
説
（
た
だ
し
河
野
曰
く
、
そ
れ
は

「
頗
る
古
い
過
去
の
国
民
を
当
体
」
と
し
た
も
の
）
は
、
そ
の
時
代
に
生

き
る
国
民
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
批
判
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
近
代
神
道
は
神
祇
制
度
の
面
ば
か
り
で
も
な
け

れ
ば
、
国
民
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

発
言
（
証
言
）
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
著
者
が
本
書
で
「
古

代
以
来
の
神
道
の
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
い
か
に
近
代
的
な
政

治
・
行
政
と
絡
み
つ
つ
国
家
神
道
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
に

つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
未
だ
現
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。」（
第
五
編
第
三
章
）
と
批
判
さ
れ
た
の
も
、
国
家
神
道
と
い
わ

れ
た
時
代
に
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
「
国
民
を
当
体
」
と
し
た
河
野

や
今
泉
定
助
・
葦
津
耕
次
郎
ら
の
神
道
家
に
よ
っ
て
、
神
道
は
社
会

的
生
命
を
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
彼
ら
の
存
在
は

国
家
神
道
の
展
開
を
見
る
上
で
、
今
後
も
っ
と
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
書
は
前
著
『
近
代
の
神
社
神
道
』（
弘
文
堂
、
平
成
十
七

年
）
と
と
も
に
、
ま
さ
に
そ
の
課
題
を
具
体
的
に
提
示
実
証
さ
れ
た

先
駆
け
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
時
間
的
空
間
的
に
幅
広
い
分
野
を
扱
っ
て
い

て
、
本
書
を
繙
く
た
び
に
自
身
の
恒
常
的
な
勉
強
不
足
を
痛
烈
に
批

判
さ
れ
た
気
が
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
的
な
こ
と

で
、
本
書
を
若
手
の
熱
心
な
研
究
者
に
、
た
と
え
専
門
分
野
が
違
っ

て
も
、
是
非
精
読
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
ま
で
の
研
究
の
甘
さ
や
狭

さ
、
そ
し
て
粗
雑
な
と
こ
ろ
が
必
ず
や
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
ら
。

そ
れ
に
気
付
か
れ
た
時
、
研
究
活
動
は
一
歩
も
二
歩
も
前
進
し
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
本
書
は
そ
れ
を
痛
感
さ
せ
て
く
れ
る
打
っ
て
付
け
の

良
書
で
あ
る
。

　

�（
弘
文
堂
、
平
成
十
九
年
八
月
、
Ａ
５
判
、
五
一
〇
頁
、
本
体
六

六
〇
〇
円
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）




